
宇部工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 リサーチワークショップⅠＢ
科目基礎情報
科目番号 21031 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気工学科 対象学年 1
開設期 2nd-Q 週時間数 4
教科書/教材 なし
担当教員 日髙 良和,春山 和男,成島 和男,岡本 昌幸,仙波 伸也,碇 智徳,三澤 秀明,池田 風花,吉田 雅史
到達目標
１．研究を進める上で必要な技術・手法を理解できる。
２．研究を進める上で必要な技術・手法を用いて，簡単な実験や事例調査ができる。
３．実装に必要な技術や事例調査に必要な手法をレポートにまとめることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
課題解決を進める上で必要
な技術・手法を自らの能力
のみで理解できる。

課題解決を進める上で必要
な技術・手法を教員の助け
を得ながら理解できる。

課題解決を進める上で必要
な技術・手法を，教員の説
明を受けて理解できる。

課題解決を進める上で必要
な技術・手法を理解できな
い。

評価項目2

課題解決を進める上で必要
な技術・手法を用いて，簡
単な実験や事例調査を自ら
が主体となって実施できる
。

課題解決を進める上で必要
な技術・手法を用いて，簡
単な実験や事例調査を教員
の助けを得ながら実施でき
る。

課題解決を進める上で必要
な技術・手法を用いて，簡
単な実験や事例調査を教員
の指示の下，実施できる。

課題解決を進める上で必要
な技術・手法を用いて，簡
単な実験や事例調査ができ
ない。

評価項目3
実装に必要な技術や事例調
査に必要な手法をレポート
に分かり易くまとめること
ができる。

実装に必要な技術や事例調
査に必要な手法のうち，重
要な箇所をレポートにまと
めることができる。

実装に必要な技術や事例調
査に必要な手法のうち，基
礎的な箇所をレポートにま
とめることができる。

実装に必要な技術や事例調
査に必要な手法をレポート
にまとめることができない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本科目は，リサーチワークショップIAの継続的または発展的内容に取り組むものである。各専門学科において5年生の指
導・支援の下で課題に基づいてグループワークを行い，実装や事例調査手法等の実践的な内容に取り組む。本科目の目
的は，１・２年次に学ぶ学習内容が専門領域とどのように関連するかを把握し，必要とされる実装技術や事例調査手法
を身につけることにある。

授業の進め方・方法

本科目は5年生のリサーチワークショップIIと一部同時開講であり，5年生が演習・実験の指導役を担う．本科目では知
識を深めるのはもちろんだが，得た知識と１年次に学ぶ科目との関連性を見出すことが要求される。また，研究の遂行
に必要となる実装技術や事例調査手法等の必要性を実感し，その後の学習と関連づけて欲しい。さらに，5年生が指導・
進行を担いグループ単位で課題解決に取り組むことから，グループ学習の基本である自らの思考の言語化，他者と議論
できる能力が要求される。

注意点
従来型の座学のように，教員から降ってくる知識を吸収するのみという受け身型の学習を想定していない。指導役の5年
生と協力して課題解決を行う中で，必要な知識・技術の幅の広さを貪欲に吸収し，専門技術が社会問題の解決にどのよ
うに活かされるのかを学んで欲しい 。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 2ndQ

9週 イントロダクション
課題解決・グループワーク(1)

本講義の進め方およびゴールを把握できる。
グループ単位で行われる課題解決に必要な技術・手法
を用いて簡単な実験や事例調査ができる。

10週 課題解決・グループワーク(2) グループ単位で行われる課題解決に必要な技術・手法
を用いて簡単な実験や事例調査ができる。

11週 課題解決・グループワーク(3) グループ単位で行われる課題解決に必要な技術・手法
を用いて簡単な実験や事例調査ができる。

12週 課題解決・グループワーク(4) グループ単位で行われる課題解決に必要な技術・手法
を用いて簡単な実験や事例調査ができる。

13週 課題解決・グループワーク(5) グループ単位で行われる課題解決に必要な技術・手法
を用いて簡単な実験や事例調査ができる。

14週 課題解決・グループワーク(6) 本講義で身につけた技術・手法および適用先について
レポートにまとめることができる。

15週 課題解決・グループワーク(7) 本講義で身につけた技術・手法および適用先について
レポートにまとめることができる。

16週 まとめ 本講義で学んだ内容を整理するとともに，課題解決を
行うため必要な技術や手法の重要性を理解できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 0 0 10 0 90 100
知識の基本的な
理解 0 0 0 0 0 30 30

思考・推論・創
造への 適用力 0 0 0 0 0 30 30

汎用的技能 0 0 0 0 0 0 0



態度・指向性
（人間力） 0 0 0 10 0 0 10

総合的な学習経
験と創造的思考
力

0 0 0 0 0 30 30


